
主な範囲  [載 I]集合と命層

(5)・a+ら ならば,α 2-2α ろ+12● 0である Jは
|  1逆 命題は| 「
(6) 「α―らならば α2-12‐ 0である J は|  「

【集合】

1 50人のクラスで 犬を飼っている人は 22人 ■を
飼っている人は15人 , どちらも飼っていない人が 18

人いる 両方とも飼っている人は ア 人 犬だけ飼
っている人は イ 人である

(13 帝京大 理工 業)
2 集合ス Pが全体集合 ,″ は自然数,″ (1け の
部分集合で 4∩ F={2 41 ■∩B― (8),
■∩B-11 5 7)と するとき,И ∩]― ‖  けで
ある                  (13 文教人)
3 実数全体の集合の部分集合ス βを

И―[・
た
:r≦ lβ

―

・
に午 ヱ
・

とする また ■の補集合を■ とする このとき
4‐ (■ lrく |   |ま たは,>|   け
И UB― ● |「

~¬
く″≦|   }

И∩β―{″‖   |く ,く |   |

である (3 松 1大  `清 経常 )

(13 1武大 )

6 α,ι を実黎とする 命題 ら0‐ 0な らば o-0か
つ 0=OJの逆と対偶を書き, それぞれの真偽を答え
よ (13 庇兜島大 )

| | (1= 杏‖大 外 総政,

フ 次の命題(1)(2)の・r,裏,対偶をそ,■それ書 |
また 元の命赳 逆 哀 対‖の■偽をそれぞiι容え
よ

(1)v7が ,理数ならば″は,型数である
(2)″ を整数とする れか奇数ならば″ は奇数で
ある              (1= 鳥取環■人)

● 要条件 十分条14】
8～ 10と ll(2,ま  上欄に適するものを0～0か ら
選べ

C 必要+分条件である
● 必要条件であるが 1分久4‐ではない
0 +分条件であるが 必要条件ではない
0 必要条件でも十分条件でもない
8 (1)四 角形 ABCDに おいて 「四角形 ABCDが
平行四辺形である Jは  '辺 ABと 辺 DCは平行で
ある Jための| 「
(2), yを実数とするとき 「●+y≧ 2Jは
■ υの少なくとも一方が 2以 卜である Jた めの

4 実数全体の集0を全体集合とする
■―● ■2-■ -2)0〕 η={■ |■ 2-oェ■0,

とするとき ス∩
"が
■集0と なるような7ttr″ の忙

の肛11は |  |である
(10 常葉学園大/空梱の形を変更)

【命題】

5 次の 6つの令通およびそれらの逆命題について 真
偽を容えよ ただし ″ 0は実数とする
(1) abが無IP数ならは α らはともに無理数で
ある Jは |  |lr命題は「

~¬

(2) 「0くれて1な らば α2(α である J は|  ¬
逆命題は| 「
(3)ヽι-0な らば ,2+′―oである は

「
 「

逆命題は|  |

(4)「″が 6で割ると 1余 る自然数ならば れは 3
て割ると 1余 る自然数である Jは |  |■ 命廼
li:|〔 ビニ:::::::|

118

逆命題は |

9 (1),が 偶数であることは ■が当数であるため
の |  |

(2)■ lltt A BCの どれかひとつの辺の長さの 2千
かのこりの 2辺の長さの 2工の和に等しいことは

'rlル
ABCが 百角三角形であるための [ :|

(3)■ ,yか ともに有型数のとき ″●2′ であるこ
とは ,'■ 2-2″ -2で あるための |  |

(1)四 角形 ABCDの 内角が 4つ とも 90・ であるこ
とは 四角形 ABCDが正方形であるための |  |

輪 と鎚
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4 前mと 同様,数直線上に図示します ″の極出の瑞
点 (等号かつくかつかないか)を l●重に考えましょう

GD ■は (■ -2)(■ +1),0よ り■● 1ま たは 2く″

きましょう

①  逆 は  α-1かつ 0-0な らは αら-OJで  これ
は真

対偶は  
“
+0ま たは 010な らは αろ=OJで  これ

ま偽 反Ⅲ ま ●―| |― ]α-0の ときB―ψ

2は  ,(■―α)● 0だから

αく0の ときα・(ごくo

α,0の とき 0く″(α

これらを図示す  A
ると右のようにな

るか ら 413′ か

空集0と なるよう

な定数 αの範mは
-1≦ α≦2

-1
7 1=→ マの裏はアー 7です (2)では,前提 (″
を主数とする)は逆 裏 対偶でもそのまま残ります
●  (1)逆 :″ が有理数ならば r7 は有理数である
裏|√Fが無理数ならば″は無理数である

対偶 :″ が無理数ならば ,7は無理数である
真偽は 元の命題と対偶が真 逆と裏が偽

元の命胆の証明: '■ ―■ (″ らは整数でα+0)

とおくことかでき, このとき″‐二 は有理数

辻と裏の反例 : ″-2

■注 せの対偶は裏なので 両者の真偽は一致します
さらに 一般にある令題が侑のとき,その反例がいつ
ても対徊命題 (ム)の反 llに なります (つまり 反例
が共通だから考えやすいほうで見つければよい)で
すから 本間で逆の反 llを見つけたら 改めて■の反
例を考える必 4・ はありません これも頭に入れておく
とよいてしょう なお 元の命題を証明すれば対‖を
詢明したことになります

(2)逆 :″ を整数とする ア が奇数ならばれは奇数
である

裏 i′:を整数とする ″が偶数ならば″ηき偶数である
対偶 :″ を整数とする ′,2が偶数ならばれは偶数であ
る

■■は すべて真
責[明 : れが静 のとき ″=2カ■1(た は整数)と
おけて ″2-4々 2+4た +1-2(2た 2+2た ,+1 これは奇数
″が陸 のとき "-2た (た は整数)と おけて

″2-4″ -22た 2 これは個数 よって
″力ゞ初 ― ヵ

2カ

'融   赫 イ円数 (=⇒ ″
2カilt致

となる

8 続 ″― ,前 り立つとき い
`で
あるため

の+分条件 .「をは,であるための必要条」.Jです こ

0注  ″=-1 
“
-2の ときにJ「 η=φ となることを

確かめてください

5 命動 ‐⇒ 9の せ命題は,=⇒ pです 元の命題
とせ命題の英ちは一.lkす るとは限らないので それぞれ
■偽を判定する必要があります 令題´―⇒ 9が偽で
あることを示すときは 反例 (っ か成り立って ,が成 り
立たないもの)を 一つあげます

0  (1)元 ¨ 通哺  反例はα―l う一,2
せ命旭・α りがともに無理数ならば σOは無理数 ,

も偽 反 lllは α―b‐ l

(2) α′く″一
“

2 αく。一 α(α -1)● 0

-0(a(1
だから 元の命逆は真 逆命題も真
(3)元 の命題は偽 反

`|は

こ-0 1=l

逆命廼 `′+02=0な らば ″ι-OJ`ま真
局F明 :  α2+ら '‐ 0で α Oか実数ならでぎα―|=o
だからαり=0
(4)元 の命題は真
証明 : ″が 6で割ると 1余 ろ自然数のとき,た を 0
以上の整数として″-6た 1と おける ″=82カ +1で
あるから 2を 3で割った介りは 1
逆命題 ら が 3で割ると 1余 る自然数ならば ″は 6
で11る と 1余る自然数であるJは偽 反例は″-4

(5)o2-2α ろ+ら ')0-  (″―の2>0→ α+ら
だから 元の命題は真 逆命題も真
(6)元 の命廼は真
逆命題「′ ら2-0な らば α=bで あるJは偽 反例

lま α-1 0=― l

6 命題 ,=→ Jの対‖は,=‐ ア また ・ rかつ Jゞ
の否定は 「テまたは Jヽです この 2■は押さえてお

120

のとき 真理集合の包合関係は   ,必要 /´Q
PCoと なります 右図をイメー
ジして,10に入るためにはPに
入っていれば十分Jの ように考え

ると 必要と十分を逆にするミス
を防ぐことができるでしょう
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